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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　農地に水を供給し、
　トラクタに、代かき機と、前記代かき機よりも前記トラクタの進行方向後方に吸引ノズ
ルとを搭載し、
　前記吸引ノズルの先端部を前記水の表面よりも下方且つ代かき底面よりも上方に配置し
て、前記トラクタを走行させ、前記代かき機で前記農地の土壌を撹拌しながら、土壌粒子
を含んだ濁水を前記吸引ノズルで吸い上げ、
　前記吸引ノズルの先端部は、管部から先端に向けて径が広がっていて、先端に前記管部
よりも径の大きい吸い込み口が接続されていることを特徴とする、農地土壌に含まれる汚
染物質の除去方法。
【請求項２】
　農地に水を供給し、
　トラクタに、代かき機と、前記代かき機よりも前記トラクタの進行方向後方に吸引ノズ
ルとを搭載し、
　前記吸引ノズルの先端部を前記水の表面よりも下方且つ代かき底面よりも上方に配置し
て、前記トラクタを走行させ、前記代かき機で前記農地の土壌を撹拌しながら、土壌粒子
を含んだ濁水を前記吸引ノズルで吸い上げ、
　前記吸引ノズルの吸い込み口は底面が塞がっており、側面に開口が設けられていること
を特徴とする、農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法。
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【請求項３】
　農地に水を供給し、
　トラクタに、代かき機と、前記代かき機よりも前記トラクタの進行方向後方に吸引ノズ
ルとを搭載し、
　前記吸引ノズルの先端部を前記水の表面よりも下方且つ代かき底面よりも上方に配置し
て、前記トラクタを走行させ、前記代かき機で前記農地の土壌を撹拌しながら、土壌粒子
を含んだ濁水を前記吸引ノズルで吸い上げ、
　前記吸引ノズルの吸い込み口は、先端の開口が水平方向に向くように９０°湾曲した形
状であることを特徴とする、農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法。
【請求項４】
　農地に水を供給し、
　トラクタに、代かき機と、前記代かき機よりも前記トラクタの進行方向後方に吸引ノズ
ルとを搭載し、
　前記吸引ノズルの先端部を前記水の表面よりも下方且つ代かき底面よりも上方に配置し
て、前記トラクタを走行させ、前記代かき機で前記農地の土壌を撹拌しながら、土壌粒子
を含んだ濁水を前記吸引ノズルで吸い上げ、
　前記吸引ノズルの吸い込み口は、先端の開口が上向きになるように１８０°湾曲した形
状であることを特徴とする、農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法。
【請求項５】
　前記吸引ノズルで吸い上げた濁水に含まれる土壌粒子のうち、所定の大きさを超える粗
い粒子をサイクロンで分級し、前記粗い粒子を除いた水に凝集剤を添加して残りの土壌粒
子を沈殿させ、前記土壌粒子と水とを分離することを特徴とする、請求項１～４のいずれ
かに記載の農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法。
【請求項６】
　前記汚染物質が、重金属または放射性物質であることを特徴とする、請求項１～５のい
ずれかに記載の農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法。
【請求項７】
　請求項１、５、６のいずれかに記載の農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法において
用いられる汚染物質の除去装置であって、
　トラクタに、代かき機と、前記代かき機よりも前記トラクタの進行方向後方に吸引ノズ
ルとを搭載し、
　前記吸引ノズルの先端部は、管部から先端に向けて径が広がっていて、先端に前記管部
よりも径の大きい吸い込み口が接続されていることを特徴とする、農地土壌に含まれる汚
染物質の除去装置。
【請求項８】
　請求項２、５、６のいずれかに記載の農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法において
用いられる汚染物質の除去装置であって、
　トラクタに、代かき機と、前記代かき機よりも前記トラクタの進行方向後方に吸引ノズ
ルとを搭載し、
　前記吸引ノズルの吸い込み口は底面が塞がっており、側面に開口が設けられていること
を特徴とする、農地土壌に含まれる汚染物質の除去装置。
【請求項９】
　請求項３、５、６のいずれかに記載の農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法において
用いられる汚染物質の除去装置であって、
　トラクタに、代かき機と、前記代かき機よりも前記トラクタの進行方向後方に吸引ノズ
ルとを搭載し、
　前記吸引ノズルの吸い込み口は、先端の開口が水平方向に向くように９０°湾曲した形
状であることを特徴とする、農地土壌に含まれる汚染物質の除去装置。
【請求項１０】
　請求項４、５、６のいずれかに記載の農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法において
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用いられる汚染物質の除去装置であって、
　トラクタに、代かき機と、前記代かき機よりも前記トラクタの進行方向後方に吸引ノズ
ルとを搭載し、
　前記吸引ノズルの吸い込み口は、先端の開口が上向きになるように１８０°湾曲した形
状であることを特徴とする、農地土壌に含まれる汚染物質の除去装置。
【請求項１１】
　前記吸引ノズルは、トラクタに取り付けられるノズル部と、吸引装置と、これらを連結
するホースとを有し、
　前記ノズル部と前記ホースとは、前記トラクタの移動に応じて回転自在なクランプで接
続されていることを特徴とする、請求項７～１０のいずれかに記載の農地土壌に含まれる
汚染物質の除去装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、農地土壌に含まれる放射性物質や重金属等を除去する汚染物質の除去方法お
よび除去装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　東日本大震災による原子力発電所の事故により、放射性セシウム等の放射性物質が農地
土壌へ放散しており、食料生産の基盤である農地土壌を安全に保つために、放射性物質の
除去は、喫緊の課題となっている。
【０００３】
　そのため、農林水産省は、非特許文献１において、「水による土壌撹拌・除去」作業の
手順等、農地土壌の放射性物質除去（除染）方法を提示している。
【０００４】
　水による土壌撹拌・除去は、水田の表層土壌を水中で撹拌し、土壌粒子を含む濁水を固
液分離して、土壌に含まれる放射性物質を除去するものであり、主な手順は以下の通りで
ある。
【０００５】
　先ず、除染する範囲のほ場に、元の地盤表面から１０ｃｍ程度の高さまで水を供給する
。次に、トラクタに装着した代かき機で、元の地盤表面から５ｃｍ深さまで土壌を撹拌し
、撹拌を終えると、土壌粒子を含む濁水をポンプで汲み上げる。
【０００６】
　このとき、ポンプによる強制排水だけでは、濁水に混じって排出される土壌成分が少な
く、十分な除染効果が得られないため、竹箒等を用いて人力で濁水をポンプの方向へ強制
的に押し出す作業を行っている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】農林水産省　農地土壌の放射性物質除去技術（除染技術）作業の手引き
　第１版　平成２４年３月http://www.s.affrc.go.jp/docs/press/pdf/120302-01.pdf
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記非特許文献１の除染方法では、土壌を含む濁水を、竹箒や塩ビパイ
プ等を用いて人力でポンプ側へ送り出すため、作業員の労力負担が大きいうえ、効率が悪
い。また、土壌粒子の沈殿により、濁水として吸い上げる土壌粒子の量が不足し、十分な
除染効果が得られない。
【０００９】
　本発明の目的は、農地土壌に含まれる放射性物質や重金属等の汚染物質の除去を、少な
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い労力で効率的に行うことにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記問題を解決するため、本発明は、農地に水を供給し、トラクタに、代かき機と、前
記代かき機よりも前記トラクタの進行方向後方に吸引ノズルとを搭載し、前記吸引ノズル
の先端部を前記水の表面よりも下方且つ代かき底面よりも上方に配置して、前記トラクタ
を走行させ、前記代かき機で前記農地の土壌を撹拌しながら、土壌粒子を含んだ濁水を前
記吸引ノズルで吸い上げ、前記吸引ノズルの先端部は、管部から先端に向けて径が広がっ
ていて、先端に前記管部よりも径の大きい吸い込み口が接続されていることを特徴とする
、農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法を提供する。
【００１１】
　また、本発明は、農地に水を供給し、トラクタに、代かき機と、前記代かき機よりも前
記トラクタの進行方向後方に吸引ノズルとを搭載し、前記吸引ノズルの先端部を前記水の
表面よりも下方且つ代かき底面よりも上方に配置して、前記トラクタを走行させ、前記代
かき機で前記農地の土壌を撹拌しながら、土壌粒子を含んだ濁水を前記吸引ノズルで吸い
上げ、前記吸引ノズルの吸い込み口は底面が塞がっており、側面に開口が設けられている
ことを特徴とする、農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法を提供する。
　また、本発明は、農地に水を供給し、トラクタに、代かき機と、前記代かき機よりも前
記トラクタの進行方向後方に吸引ノズルとを搭載し、前記吸引ノズルの先端部を前記水の
表面よりも下方且つ代かき底面よりも上方に配置して、前記トラクタを走行させ、前記代
かき機で前記農地の土壌を撹拌しながら、土壌粒子を含んだ濁水を前記吸引ノズルで吸い
上げ、前記吸引ノズルの吸い込み口は、先端の開口が水平方向に向くように９０°湾曲し
た形状であることを特徴とする、農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法を提供する。
　また、本発明は、農地に水を供給し、トラクタに、代かき機と、前記代かき機よりも前
記トラクタの進行方向後方に吸引ノズルとを搭載し、前記吸引ノズルの先端部を前記水の
表面よりも下方且つ代かき底面よりも上方に配置して、前記トラクタを走行させ、前記代
かき機で前記農地の土壌を撹拌しながら、土壌粒子を含んだ濁水を前記吸引ノズルで吸い
上げ、前記吸引ノズルの吸い込み口は、先端の開口が上向きになるように１８０°湾曲し
た形状であることを特徴とする、農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法を提供する。
【００１２】
　さらに、前記吸引ノズルで吸い上げた濁水に含まれる土壌粒子のうち、所定の大きさを
超える粗い粒子をサイクロンで分級し、前記粗い粒子を除いた水に凝集剤を添加して残り
の土壌粒子を沈殿させ、前記土壌粒子と水とを分離してもよい。そして、前記汚染物質が
、重金属または放射性物質であってもよい。
【００１３】
　また、本発明によれば、上記の農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法において用いら
れる汚染物質の除去装置であって、トラクタに、代かき機と、前記代かき機よりも前記ト
ラクタの進行方向後方に吸引ノズルとを搭載し、前記吸引ノズルの先端部は、管部から先
端に向けて径が広がっていて、先端に前記管部よりも径の大きい吸い込み口が接続されて
いることを特徴とする、農地土壌に含まれる汚染物質の除去装置が提供される。
　また、本発明によれば、上記の農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法において用いら
れる汚染物質の除去装置であって、トラクタに、代かき機と、前記代かき機よりも前記ト
ラクタの進行方向後方に吸引ノズルとを搭載し、前記吸引ノズルの吸い込み口は底面が塞
がっており、側面に開口が設けられていることを特徴とする、農地土壌に含まれる汚染物
質の除去装置が提供される。
　また、本発明によれば、上記の農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法において用いら
れる汚染物質の除去装置であって、トラクタに、代かき機と、前記代かき機よりも前記ト
ラクタの進行方向後方に吸引ノズルとを搭載し、前記吸引ノズルの吸い込み口は、先端の
開口が水平方向に向くように９０°湾曲した形状であることを特徴とする、農地土壌に含
まれる汚染物質の除去装置が提供される。
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　また、本発明によれば、上記の農地土壌に含まれる汚染物質の除去方法において用いら
れる汚染物質の除去装置であって、トラクタに、代かき機と、前記代かき機よりも前記ト
ラクタの進行方向後方に吸引ノズルとを搭載し、前記吸引ノズルの吸い込み口は、先端の
開口が上向きになるように１８０°湾曲した形状であることを特徴とする、農地土壌に含
まれる汚染物質の除去装置が提供される。
　そして、前記吸引ノズルは、トラクタに取り付けられるノズル部と、吸引装置と、これ
らを連結するホースとを有し、前記ノズル部と前記ホースとは、前記トラクタの移動に応
じて回転自在なクランプで接続されていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、土壌粒子のうち、放射性物質等の汚染物質が含まれる割合が多い細粒
子を効率的に回収でき、少量の廃棄物から多くの汚染物質を効率的に除去できるため、廃
棄物の減容化が図れる。さらに、簡易な構造で安価に製造できるうえ、作業の人手を削減
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明にかかる汚染物質の除去装置の例を示す斜視図である。
【図２】図１の吸引ノズルの例を示す正面図である。
【図３】土壌の粒度区分と重量分布率との関係を示すグラフである。
【図４】土壌の粒度区分と放射能との関係を示すグラフである。
【図５】図２の吸引ノズルの先端の底面図である。
【図６】吸引ノズルの配置高さを説明する側面図である。
【図７】吸引ノズルの配置高さおよび代かき機の撹拌速度による回収土壌粒子の粒度区分
毎の重量比を示すグラフである。
【図８】吸引ノズル先端の吸い込み口の異なる例を示す正面図である。
【図９】吸引ノズル先端の吸い込み口のさらに異なる例を示す正面図である。
【図１０】吸引ノズル先端の吸い込み口のさらに異なる例を示す正面図である。
【図１１】本発明にかかる汚染物質の除去方法を実施する設備の例を示すブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態を、図を参照して説明する。
【００１７】
　図１は、本発明の除去装置の例を示す。除去装置１は、代かき機３を搭載したトラクタ
２と、代かき機３よりもトラクタ２の進行方向後方に取り付けられた吸引ノズル４により
構成される。吸引ノズル４は、代かき機３の幅方向に沿って複数列、例えば図示するよう
に３列の筒体１１を有するノズル部１２と、ノズル部１２に接続されたホース１３と、ホ
ース１３の先端に接続された吸引装置１４とで構成される。吸引装置１４は、連続吸引お
よび排出が可能な真空バキュームが好ましく、例えば０．２～０．３ｍ３／分の吸引能力
のものが用いられる。ノズル部１２とホース１３とは、回転自在なクランプ１５で接続さ
れており、トラクタ２の移動方向に応じてクランプ１５が回転することにより、トラクタ
２走行時のホース１３の捻れを防止する。
【００１８】
　図２は、ノズル部１２の例を示す。３列の各筒体１１は、それぞれ、例えばφ４０ｍｍ
のＰＶＣ管からなる管部２１の下方の先端部に、異径ソケット２２が取り付けられ、先端
に向けて内径が例えば１００ｍｍに広がるようになっている。異径ソケット２２の先端に
は、さらに吸い込み口２３が設けられる。管部２１の上側には、管部２１の径よりも少し
大きい例えば５０ｍｍに拡径する異径ソケット２４が取り付けられ、その上側にはφ５０
ｍｍの第２の管部２５が接続される。３本の各筒体１１のそれぞれの第２の管部２５は、
継手２６ａ、２６ｂ、２６ｃ等を介して連結され、さらに、その連結部分からチーズ継手
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２７やカムロックカプラ２８等を介して、図１に示すホース１３に連結される。図２はノ
ズル部１２の一例であるが、このようなノズル部１２は、市販されている汎用資材を用い
て安価に製造することができ、これを、代かき機３を搭載した既存のトラクタ２に取り付
ければ、一般の農家で安価且つ容易に実施できる。
【００１９】
　図３は、土壌の粒度区分別重量分布率を示し、図４は、粒度区分と放射能との関係を示
す。図４より、粒度の小さい粒子に、多くの放射能を有することがわかる。そして、表１
に示すように、土壌全体の３７重量％にあたる０．０７５ｍｍ（７５μｍ）以下の粒子に
、全体の放射能の８２％が含まれていた。つまり、７５μｍ以下の細粒子のみ回収すれば
、少ない重量の土壌を処理することで、効率的に放射能除去効果が得られる。
【００２０】
【表１】

【００２１】
　したがって、ノズル部１２の管部２１の径は、所定の大きさ以下の細粒子を含む濁水を
吸い上げるために、吸引時の流速が速くなりすぎない太さにする。本実施形態では、前述
の図４、表１の結果より、土壌粒子のうち７５μｍ以下の細粒子を含む濁水を吸い上げる
ように、例えばストークスの式によって、管部２１の径や吸引力を設定する。また、ノズ
ル部１２の先端部は、異径ソケット２２により先端が広がるラッパ状とすることにより、
先端部の吸引速さを抑制し、粗い粒子が吸い込まれにくいようにしている。
【００２２】
　また、ノズル部１２の下方先端の吸い込み口２３は、ほ場に残る粗い植物の残渣や雑草
等を吸い込んでホース１３等を閉塞させないように、例えば図５に示すように、通しボル
ト３１を十字状に配置してもよい。
【００２３】
　以上のような除去装置１を用いる場合には、作業を行う範囲において、ほ場の元の地盤
Ｇ０に対して１５０ｍｍ程度下方まで代かき機３で撹拌し、元の地盤Ｇ０に対して２５０
ｍｍ程度上方、つまり代かき底面Ｇ１に対して４００ｍｍ程度上方まで水を供給すること
ができる。このとき、ノズル部１２の先端の深さは、図６に示すように、水面から２００
ｍｍ～３００ｍｍ下方とすることが好ましい。ノズル部１２の先端の位置が水面に近すぎ
ると、ほ場の凹凸によっては、ノズル部１２の先端が水面よりも上方に出てしまい、空気
を吸い込む場合がある。一方、ノズル部１２の位置が深すぎると、先端が土壌に接触して
粗粒子も吸引され、細粒子を含む濁水を効率的に吸引できない。また、代かき機３で撹拌
して生じた濁水中の細粒子が沈殿しないタイミングで濁水を吸引することが好ましく、そ
のために、ノズル部１２は、代かき機３に近接させて配置する。すなわち、ノズル部１２
の先端部を、トラクタ２の進行方向に対して代かき機３の後方に近接させて配置すれば、
トラクタ２走行時に、代かき機３で撹拌された直後の濁水を吸引することができる。
【００２４】
　ノズル部１２先端の水面からの位置を、水面よりも２００ｍｍ低い位置（代かき底面Ｇ

１よりも２００ｍｍ上方）、水面よりも３００ｍｍ低い位置（代かき底面よりも１００ｍ
ｍ上方）の２種類とし、代かき機３の撹拌回転が低速および高速の場合について、吸引ノ
ズル４で吸引される土壌の粒度分布および乾燥土量を測定したところ、表２および図７に
示す結果になった。
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【００２５】
【表２】

 
【００２６】
　図７に示すように、回収された土壌のうち０．０７５ｍｍ（７５μｍ）以下の細粒子の
重量比については、吸引ノズル４のノズル部１２先端の水面からの距離によって差が生じ
なかった。ただし、表２に示すように、水面から２００ｍｍ下方の場合に比べて、水面か
ら３００ｍｍ下方で吸引することにより、土粒子の回収量が約１．７倍に増えた。したが
って、ノズル１１先端の位置は、水面に対して深い方が好ましい。
【００２７】
　図８は、ノズル部１２先端部の吸い込み口の異なる形状例を示す。この吸い込み口２３
ａは、底面３２が塞がっており、開口３３が側面に設けられている。開口３３は、円周方
向に複数箇所設けてもよい。このように開口３３を側面に設けることにより、水中で浮遊
している細粒子がノズル部１２内に吸い込まれ、沈殿しやすい粗い粒子は吸い込まれにく
くなる。
【００２８】
　また、図９および図１０は、さらに異なる吸い込み口の形状例を示す。図９に示す吸い
込み口２３ｂは、先端の開口３４が水平方向に向くように９０°湾曲した形状であり、図
１０に示す吸い込み口２３ｃは、開口３５が上向きになるように１８０°湾曲した形状で
ある。いずれも、地盤の底面に沈む粗粒子４１は吸い込まれにくく、水中で浮遊している
細粒子４２が吸い込まれる。
【００２９】
　図１１は、図１に示す除去装置１に濁水処理システムを取り入れた汚染物質除去システ
ム全体を示す。以下、図１１を参照して、汚染物質除去の手順を説明する。
【００３０】
　汚染物質除去を行うほ場において、雑草や作物の残渣がある場合には刈り取り、除去作
業を行う区画を波板等で囲い、水を供給する。用水としては、河川やため池等の水が用い
られる。その中で除去装置１のトラクタ２を走行させ、代かき機３により土壌を撹拌して
、土壌粒子の濁水化を行う。濁水には土壌粒子中の細粒子が濃縮され、吸引ノズル４によ
り、スラリーとして回収される。吸引ノズル４の吸引装置１４には、清水槽１０１から冷
却水が供給される。吸引ノズル４で吸引されて回収された濁水は、以下に説明するように
、粗粒子と細粒子とに分別する分級、および脱水処理が行われる。
【００３１】
　吸引ノズル４で吸引された濁水は、原水槽１０２へ送られ、その後、サイクロン１０３
で分級される。サイクロン１０３で分級された濁水中の所定の大きさ以下、例えば７５μ
ｍ以下の微粒子は、スパイラル分級機１０４から、水とともに貯留槽１０５に向けて溢流
し、沈降した７５μｍを超える粗粒子は排出される。また、吸引された濁水には、土壌粒
子に混じって、代かき機３で切断された植物根や雑草等が混入することがあり、装置等の
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閉塞を防ぐために、粗粒子とともにこれらも排出させる。
【００３２】
　排出された７５μｍよりも大きい粗粒子と植物は、当該汚染物質量を分析し、例えば放
射能計測を行って問題がなければ、ほ場に埋め戻すことができる。
【００３３】
　貯留槽１０５に貯留された細粒子のみを含む濁水は、反応槽１０６で撹拌され、濁水処
理槽１０７へ送られて、高分子凝集剤を添加され、ｐＨ調整等が行われた後、濁水処理機
１０８へ送られる。濁水処理機１０８内で二層分離が行われ、上澄水はリサイクルされ清
水槽１０１へ送られる。細粒子、例えば本実施形態では７５μｍ以下の細粒子を高濃度に
含むスラッジは、フィルタープレス等の脱水装置１０９へ送られて、細粒子の脱水ケーキ
化が行われる。脱水後の水を清水槽１０１へ送ってもよい。
【００３４】
　こうして脱水ケーキ化された細粒子には、元のほ場の土壌に含まれる放射性物質の多く
が含まれる。本発明では、土壌粒子中の細粒子のみを効率的に回収することができるため
、少ない廃棄物で多大な除染効果を得ることができる。
【００３５】
　以上のような分級、脱水を行う濁水処理システムは、既存の土壌洗浄システムを利用で
きる。そして、各機器を例えば１０ｔ程度のトレーラに積載し、現場まで運搬して、濁水
処理を行うことができる。
【００３６】
　本発明によれば、トラクタ２に搭載した代かき機３で代かきをしながら同時に濁水を回
収するので、土壌の細粒子が沈殿する前に、効率的に細粒子を回収できる。また、回収し
た細粒子の分級、脱水が省力化され、トラクタ２の運転手、補助作業者、および濁水処理
システムの運転人員を含めて４～５名で実施できる。
【００３７】
　また、本発明は、放射性物質の除去に限らず、鉛、亜鉛、カドミウム、水銀などの重金
属の除去も同様に行うことができる。
【００３８】
　以上、本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明はかかる例に限定されない
。当業者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変
更例または修正例に想到しうることは明らかであり、それらについても当然に本発明の技
術的範囲に属するものと了解される。
【実施例】
【００３９】
　本発明による汚染物質の除去処理を行うほ場Ａ（３ｍ×１５ｍ）と、従来の方法で処理
を行うほ場Ｂ（３ｍ×１０ｍ）を、それぞれ波板で囲った。トラクタを最低速度２．６ｍ
／分で走行させ、代かきをほ場Ａで９回、ほ場Ｂで３回行って、水田土壌と濁水中の放射
性セシウム濃度変化から、除染効果を評価した。尚、ほ場Ｂにおける従来の方法は、代か
き機を搭載したトラクタで代かきを行った後、手箒で人力により濁水をポンプの位置に向
けて送り出し、ポンプで濁水を回収するものである。
【００４０】
　従来例のほ場Ｂの除染前の放射性セシウム濃度は２，７６０Ｂｑ／ｋｇで、１回目の代
かき除染により放射性セシウム濃度が１，８４４Ｂｑ／ｋｇ（除染率３３％）に低減し、
２回目で１，３９５Ｂｑ／ｋｇ（４９％）、３回目で９３６Ｂｑ／ｋｇ（６６％）まで低
減した。また、従来例において、回収した濁水から分離した泥の放射性セシウム濃度は、
１回目の泥が６，０８０Ｂｑ／ｋｇ（２．２倍濃縮）、２回目の泥が４，９６０Ｂｑ／ｋ
ｇ（１．８倍濃縮）、３回目の泥が５，４９０Ｂｑ／ｋｇ（２．０倍濃縮）であった。濁
水の回収を繰り返しても、ほぼ同じ濃縮率で除染されていることが明らかになった。
【００４１】
　本発明例のほ場Ａの除染前の放射性セシウム濃度は、２，７９５Ｂｑ／ｋｇで、９回の
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、約１／５に低減した。
【００４２】
　ほ場Ａにおいて、９回の代かきで吸引した濁水から、脱水ケーキとして１．５ｍ３の泥
を除去した。０．５ｍ３の泥を除去した時点の脱水ケーキ（泥）の放射性セシウム濃度は
６，８８０Ｂｑ／ｋｇ（２．５倍濃縮）、１．０ｍ３の泥を除去した時点の泥の濃度は３
，７６０Ｂｑ／ｋｇ（１．３倍濃縮）、１．５ｍ３の泥を除去した時点の泥の濃度は３，
１７０Ｂｑ／ｋｇ（１．１倍濃縮）で、脱水ケーキとして排泥する量が増加するにしたが
い、放射性セシウム濃度は低下した。回収した濁水の放射性セシウム濃度は、２回目の代
かきにより回収した濁水の濃度が最も高く、１，０００Ｂｑ／Ｌ以上であったが、３～６
回目に回収した濁水濃度は７００～８００Ｂｑ／Ｌ、７～９回目に回収した濁水濃度は４
００～５００Ｂｑ／Ｌで、代かき回数が増加すると、放射性セシウム濃度が低下した。
【００４３】
　以上の結果より、従来の方法では、放射性物質を多く含む細粒子を効率的に回収できず
、十分な除染のためには、複数回の代かきおよび濁水の回収作業が必要となる。ところが
、人力で濁水の押し出しを行っているため、多大な労力を要する。これに対して、本発明
の処理装置を用いれば、少ない労力で効率的に除染を行うことができるうえ、初期（１～
２回目）の代かきで、大きな除染効果が得られることがわかった。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　本発明は、土壌に含まれる放射性物質や重金属等の汚染物質を除去する際に適用できる
。
【符号の説明】
【００４５】
１　　除去装置
２　　トラクタ
３　　代かき機
４　　吸引ノズル
１１　筒体
１２　ノズル部
１３　ホース
１４　吸引装置
１５　クランプ
【要約】
【課題】農地土壌に含まれる放射性物質や重金属等の汚染物質の除去を、少ない労力で効
率的に行う。
【解決手段】農地に水を供給し、トラクタ２に代かき機３を搭載し、代かき機３よりもト
ラクタ２の進行方向後方に吸引ノズル４を配置し、吸引ノズル４の先端部２３を水の表面
よりも下方且つ代かき底面よりも上方に配置して、トラクタ２を走行させ、代かき機３で
農地の土壌を撹拌しながら、土壌粒子を含んだ濁水を吸引ノズル４で吸い上げる。
【選択図】図１
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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